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やトリウム系列に属する 220Rn(半減期:55.6秒)などが知られている。岩盤に含まれる 238Uや 232Thから




学部 1 年生在学時の秋冬学期の実験では、Fig.1 の実験装置を用いて、静電捕集法による Rn 測 
定に取り組んだ。Rnはポロニウム(Po)へα崩壊する性質を持つ。空気中において、Poは Po+、もしく
は、酸素と結合した PoO2+の状態で存在することが知られているので、検出器内に適切な静電場を形成













Fig.1 先行研究で用いた実験装置の写真(左)と模式図(右)  
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Fig.2 に、前回の測定で得られたα線のエ
ネルギースペクトルを示す。6400 chから 












イオードに変更した。PIN ダイオード検出器とは P型半導体と N型半導体を接合させた検出器で、
プラスチックシンチレーターに比べエネルギー分解能に優れるため、α線の検出に適している。ま
た、PIN ダイオードは前回の研究に使用したシンチレーター(厚さ 1.5 mm)に比べて、非常に薄い

















ピュータである Raspberry Pi へトリガー信号を送信する。ピークホールド回路はトリガー信号を受
け取ると、その時点での信号電圧を ADCへ入力する。Raspberry Piは、トリガー信号を受け取ると、





Fig.3 研究で用いた Rn 検出器の回路図 
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実験・結果: 




























Fig.4 屋外（右）と屋内（左）で測定した α線のエネルギースペクトル 
Fig.5 測定のセットアップ 
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Fig.7 では関西地域における地震の発生状況と 218Po 計測数の時間推移を表す。Po と地震の関連性を
確認するために注目すべきなのは、マグニチュードの大きい地震と、ラドン検出器の近傍で発生した
地震である。９月から 12 月にかけて、関西地方では Mw＞3.5 の地震が３回発生したが、測定期間中




一方、検出器から 50 km圏内に限定すると、測定期間中には Mw＞2.5の地震が 4回（E4,E7,E9,E18）
発生した。地震発生時に 218Poの計測数が増加したケースもあれば、増加しなかったケースもあった。 
Fig.6 屋外空気中の 218Po 計測数(赤)と気候条件の
時間推移(紫:気圧、青:気温、 緑、湿度)  
 
Fig.7 地震の発生状況と 218Po計測数の時間推移 
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また、12月 7日の夜に非常に強いピークが観測されているが、その時刻に関西地域での地震は発生し
ていない。他の地域に調べたところ、当日の午前中に八丈島東方沖で Mw = 5.0の地震が発生してい
たことが判明した。Mwは対数として与えられるため、Mwが１大きな地震では、約 32倍のエネルギー
が放出されることになる。Mw = 5.0の地震の震源は検出器から約 500 km離れているが、大阪の Rn濃
度に影響を与えていた可能性がある。また、12月 10日にも台湾で Mw = 6.3の地震が発生している。












3. 地震の発生時刻に Rn 濃度が上昇している複数の事象が確認されたが、今回の測定データから、
Rn濃度の変化と地震の関連を断定することは難しい。測定期間中に発生した地震の規模はいずれ
もマグニチュード 4.0 以下であったが、過去には、マグニチュード 5.0以上でなければ、Rn濃度
に明確な変化は現れないという報告もあるので、さらに長期間の測定と定量的な検定を行って慎
重に検討したい。 
4. 静電捕集法の検出効率は湿度の影響を受けることが知られているが、今回の測定で得られた 218Po
の計測数の時間変化は湿度の変化だけでは説明できない。湿度以外の変動要因を精査する必要が
ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
